
平成２５年９月１６日（月）～９月２２日（日）〔平成２５年第３８週〕の感染症発生状況 

第３８週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)手足口病 3)ヘルパンギーナ でした。 

感染性胃腸炎は定点当たり３．５２人と前週（４．０９）より患者報告数は減少しましたが、例年よりやや高いレベルで推移しています。 

手足口病は定点当たり１．７６人と前週（２．２７）より報告数は減少しましたが、例年よりやや高いレベルで推移しています。 

ヘルパンギーナは定点当たり０．９４人と前週（１．４２）より報告数は減少しましたが、例年よりやや高いレベルで推移しています。 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全部・各区役所保健福祉センター（保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第３８週注目疾患 

第３８週報告数第１位
今後の流行に注意！！～RSウイルス感染症～ 

 例年、秋から冬にかけて RS ウイルス感染症の患者が増加しますが、今年

は、すでに患者報告数が増加しています。 

ほとんどの乳幼児が２歳までに感染し、特に心臓や肺に基礎疾患をもつ小

児は、重症化のリスクが高くなりますので注意が必要です。 

 RS ウイルスに感染している人の咳やくしゃ

み、会話をした際に飛び散るしぶきから感染しま

す。また、ウイルスがついている手指や物（ドア

ノブ、手すり、スイッチ、机、椅子、おもちゃ等）

を触ったり、なめたりすることでも感染します。

 乳幼児と接触する際、咳などの呼吸器症状が

ある場合は、流行時期はもちろんのこと、流行

時期でなくても、マスクを着用することが大切

です。また、おもちゃや手すりなどはこまめに

アルコールや塩素系の消毒剤等で消毒してくだ

さい。※塩素系の消毒剤を使用する際には、使用上の注意を十分御確認ください。

上のグラフのとおり、

川崎市だけでなく、全国

的に RS ウイルス感染

症の報告数が増加して

いますので、冬場に向け

て注意が必要です。 


